








30 集と『台湾俳句歳時記』が刊行された 2003 年から第 39 集の刊行さ
れた 2012 年までとする。この時期には、創立三十五周年紀念（2005 年








第 30 集（03 年 6 月）2 名、第 31 集（03 年 8 月）2 名、第 32 集（05
年 7 月）3 名、第 33 集（06 年 7 月）4 名、第 34 集（07 年 9 月）4 名、
第 35 集（08 年 3 月）6 名、第 36 集（09 年 5 月）6 名、第 37 集（11
年 9 月）6 名、第 38 集（12 年 4 月）6 名、第 39 集（12 年 8 月）6 名、
第 41 集～ 43 集（15 年 7 月）4 名、第 44 集（17 年 2 月）7 名


















『台北俳句集』は第 39 集刊行後、3 年置いて第 41 集～ 43 集が 2015





運営との関わりの変化は大きな出来事といってよい。そして 2016 年 3
月黄霊芝の逝去に至るのである。
1．『句集・蝉三〇〇句』―黄霊芝唯一の俳句集
第四期の初め、『台湾俳句歳時記』の半年余り遅れて 2003 年 12 月に
刊行された『黄霊芝作品集　20』は、標題は「詩集」であるが、実体は
「句集・蝉三〇〇句」で、彼が生涯に出した唯一の俳句集である。実際
































































（1）　黄霊芝と羽田岳水の選句の違い―2003 年 12 月句会―











2003 年 12 月 14 日句会（欠席投句を含め投句者 59 人）　黄霊芝・羽
田岳水出席、* 印台湾季語、福島せいぎ欠席投句
　黄霊芝選　12 句（掲載順） 　　　　作者　　　　 互選得点
千年の木々をそびらに山眠る　　　楊海瑞　　　　  0 点
初時雨意外な人と二人傘　　　　　文錫熞　　　　  1 点
着せ替えていのち漲る菊人形　　　葉七五三江　　  6 点
水鳥のもう来ぬ池の広さかな　　　藤原若菜　　　  3 点
埒明かぬ夫婦喧嘩や焼肉粽 * 　　　楊瑞麟　　　　  0 点
血眼に孫探したる夜市 * かな　　　 高阿香　　　　  2 点
デパートに立ちて仰ぐや聖誕樹　　張　炉　　　　  1 点
会話絶ゆ車窓何時しか冬の海　　　黄葉　　　　　  2 点
法要の集ひに混じる冬の蠅　　　　定方幸子　　　  2 点
手を弛めハンドル戻す十二月　　　蕫昭輝　　　　  0 点
冬日向いかつく銅像ただの顔　　　呉文宗　　　　  0 点






の耳に入り来る除夜の鐘　　陳火桐　　　　  3 点





*や台湾遥かなる  　林美　　　　　  1 点
これよりは母の居ぬ里寒雀　　　　徐奇芬　　　　  7 点
























































































































































































































4．2004 年 5 月以降の句評
黄霊芝はその後健康状態が悪かったためか、半年ほど句評を出さな





2003 年 10 月　　　26 句　　　　　 0 句
2004 年 5 月　　　 11 句　　　　　 8 句
2004 年 6 月　　　 10 句　　　　　 9 句
2004 年 7 月　　　　6 句　　　　　13 句
2004 年 8 月　　　　4 句　　　　　 9 句
2004 年 9 月　　　　7 句　　　　　 9 句
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（13）
2004 年 10 月　　　 6 句　　　　　 6 句
2004 年 11 月　　　 4 句　　　　　11 句
2004 年 12 月　　　12 句　　　　　 4 句
2005 年 1 月　　　  8 句　　　　　10 句
2005 年 2 月　　　 11 句　　　　　10 句
2005 年 3 月　　　　8 句　　　　　16 句
2005 年 4 月　　　 ○の句か X の句か不明
2005 年 5 月　　　　句評なし
2005 年 6 月　　　　8 句　　　　　16 句
2005 年 7 月　　　 10 句（+4 句）　24 句
2005 年 8 月　　　 11 句　　　　　20 句
2005 年 9 月　　　　3 句　　　　　11 句
2005 年 10 月　　　 9 句　　　　　 3 句
2005 年 11 月　　　句評なし

































だし、2003 年から 2006 年の句会での句評の実例の検討は、すでに拙論
「黄霊芝の俳句観と《台湾俳句》―台北俳句会における俳句指導（句
評）を中心に」『成城文藝』第 201 号、2007 年 12 月の「五　黄霊芝の
俳句指導（句評）―俳句の本質の探究の諸相」で行っているので、こ
こでは省略して、創立四十周年紀念句会（2010 年 12 月）と、古志俳句
会との合同句会での句評を検討することにしよう。
5．創立四十周年紀念句会での句評
創立四十周年紀念句会（2010 年 12 月 12 日）での句評で対象になっ
た句の割合は次のようである。
〇＝ 7 句　X ＝ 25 句　△＝ 9 句　（△は〇と X の中間と見られる）
やはり圧倒的に X の句の評が多い。出句は欠席投句を含め、55 名分














































































































































が、2013 年 2 月 3 日に行われた、長谷川櫂率いる古志俳句会との合同
句会は、成熟期から転換期への移行を記念する句会となったといえよう。
この合同句会は、長谷川前主宰ほか古志俳句会側 6 名、稲門連句会員 1
























































































































2013 年 1 月から、毎月の会報が、若手会員による PC で編集された
PDF 版に変り、句評のみ黄霊芝の手書きのまま印刷したものが、一か










それまでほぼ毎月会報に付されていた黄霊芝の句評は、2013 年 1 月




る。既に古志との合同句会の翌々月、2013 年 4 月から 10 月まで、及び
12 月と 8 回休詠したのを皮切りに、2014 年も 2・3 月に 5 ～ 8 月と 6 回

















まだ黄霊芝の存命中ではあったが、第 41 集～ 43 集が丸 3 年遅れて
2015 年 7 月に一斉に発行されたのも、こうした状況が生み出したもの
である。第 44 集は黄霊芝の没後、2017 年 2 月に単独で刊行されたが、






いうこともあった。2013 年 2 月に長谷川櫂の一行が参加して合同句会
が行われた時の兼題も、「寒波・大根・当期自由題」であった。それが
2013 年 9 月から、台湾季語が毎月一題ずつ入り、同時に『台湾俳句歳


























































































































197 号、2006 年 12 月
磯田一雄「植民地台湾における日本語短詩文芸と国語教育」『植民地期東アジ
アの近代化と教育―1930 年代～ 1950 年代』独立行政法人日本学術振興会
平成 18 ～ 20 年度科学研究費補助金（基盤研究 B）研究成果報告書（研究
代表者　磯田一雄）2009 年 3 月
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